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トマ ト が 生産 す る 青枯 病 菌 の走 化 性 誘引 物 質 に関 す る 生物 有 機 化学 的 研 究  
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青枯 病 菌  R a l s t o n i a  s o l a n a c e a r u m はナ ス科 植 物 を中 心 に 2 0 0 余 種 の農 作 物 に
感染 し 萎 凋症 状 を 引き 起 こ すこ と で ,  世界 中 の 農業 に 甚 大な 被 害 を与 え て いる
植物 病 原 細菌 で あ る 。 青 枯 病菌 は 植 物の 根 滲 出物 に 対 する 走 化 性 に よ っ て宿 主
植物 を 探 索し て い ると 考 え られ て お り ,  走 化 性 能を 欠 損 させ た 変 異株 は 病 原性
が低 下 す るこ と ,  宿 主植 物 の 根滲 出 物 に 対 し て 青枯 病 菌 が 選 択 的 に強 い 走 化性
誘引 応 答 を示 す こ とか ら ,  走 化性 が 宿 主植 物 へ の病 原 性 ・宿 主 選 択性 に 重 要な
役割 を 果 たし て い るこ と は 明ら か で ある 。 こ れま で に 青枯 病 菌 が数 種 の アミ ノ
酸 ,  有 機 酸 に誘 引 応 答を 示 す こと が 報 告さ れ て おり ， こ れら が 青 枯病 菌 の 感染
に関 与 し てい る と 考え ら れ てい る 。 しか し ア ミノ 酸 や 有機 酸 は 多く の 植 物種 が
普遍 的 に 根滲 出 物 とし て 放 出 し て お り ,  ま た 他 の多 く の 細菌 種 も これ ら に 誘引
応答 を 示 すこ と か ら ,  こ れ ら の物 質 だ けで は 青 枯病 菌 の 宿主 選 択 性に つ い て十
分に 説 明 が出 来 な い 。 我 々 はア ミ ノ 酸 ,  有 機 酸 など の 普 遍的 な 物 質と は 別 に ,  
宿主 植 物 に特 異 的 に存 在 す る 走 化 性 誘引 物 質 が青 枯 病 菌の 感 染 にお い て 重要 な
役割 を 果 たし て い ると 考 え ,  その 探 索 研究 を 行 った 。  
第一 部 で は ,  ト マ ト の根 滲 出 物に 含 ま れる 青 枯 病菌 の 走 化性 誘 引 物質 を ,  誘
引活 性 を 指標 に し なが ら 精 製・ 単 離 して 構 造 決定 を 行 った 。 始 めに 既 知 誘引 物
質で あ る アミ ノ 酸 ,  有機 酸 が 吸着 さ れ ない 活 性 炭を 用 い たス ク リ ーニ ン グ によ
って ,  品 種 :大型 福 寿の 根 滲 出物 に 未 知の 走 化 性誘 引 物 質が 含 ま れる 可 能 性を
見出 し た 。 大 型 福 寿は 青 枯 病菌 に 対 して 感 受 性の 品 種 であ る こ とか ら ,  種 特異
的な 走 化 性誘 引 物 質を 分 泌 して い る 可能 性 は 十分 に 考 えら れ る 。 ト マ ト の根 滲
出物 を 各 種カ ラ ム 担体 (活 性炭 ,  C 1 8 ,  D i o l ,  N H 2 )で 精 製・ 単 離し ,  機 器 分析
( H P L C ,  M S ,  N M R )に よっ て 解 析し た 結 果 ,  青 枯 病 菌の 走 化 性誘 引 物 質と し て
e t h y l  β - D - g l u c o p y r a n o s i d e を 見 出し た 。 E t h y l  β - D - g l u c o p y r a n o s i d e は既 知 物 質 で
ある が ,  植 物の 根 滲 出物 に 存 在す る こ と ,  青 枯 病 菌の 走 化 性誘 引 活 性を 持 つ こ
とを 見 出 した の は 今回 が 初 めて で あ る。 さ らに e t h y l  β - D - g l u c o p y r a n o s i d e と既
知の 誘 引 物質 で あ る L -グ ル タ ミン の 誘引 活 性 ・根 滲 出 物中 の 含 有量 を 比 較し
た結 果 ,  e t h y l  β - D - g l u c o p y r a n o s i d e は 比 活性 に お いて は L -グル タ ミ ンの 1 / 3 0 程
度で あ る 一方 で ,  含 有量 は 2 5 倍 程 度で ある こ と がわ か り ,  これ ら 二 つの 誘 引
物質 の 総 活性 は 同 程度 で あ るこ と が 明ら か と なっ た 。 これ は e t h y l  β - D -
g l u c o p y r a n o s i d e が 青枯 病 菌 の感 染 に おい て 一 定の 役 割 を担 っ て いる 可 能 性を
示唆 し て いる 。 ま たこ れ ま での 先 行 研究 で は ,  青枯 病 菌 は糖 類 に 殆ど 誘 引 応答
を示 さ な いと さ れ てき た が ,  今回 こ の よう な 配 糖体 が 誘 引活 性 を 示す こ と を見
出し た の は大 変 興 味深 く ,  ま た意 義 が ある と 考 えて い る 。  
第 二 部 で は ,  ト マ ト の 産 生 す る 二 次 代 謝 産 物 が 青 枯 病 菌 の 走 化 性 誘 引 物 質 と
し て 働 く 可 能 性 を 考 え て ,  先 行 研 究 の デ ー タ を も と に ,  様 々 な 芳 香 族 カ ル ボ ン
酸・ フ ラ ボノ イ ド ・植 物 ホ ルモ ン の 標品 を 用 いて 走 化 性ス ク リ ーニ ン グ を行 っ
た 。 そ の 結 果 ,  新 た な 走 化 性 誘 引 物 質 と し て 4 -ヒ ド ロ キ シ ケ イ 皮 酸 (  p -ク マ ル
酸 )・ 4 -ヒ ド ロ キシ 安息 香 酸・プロ ト カテ ク 酸・ジャ ス モン 酸 を 見出 し ,  特 に 4 -
ヒ ド ロ キ シ ケ イ 皮 酸 は L -グ ル タ ミ ン に 匹 敵 す る 強 い 活 性 を 示 す こ と を 見 出 し
た。 ま た 2 -ヒ ド ロ キシ 安 息 香酸 (サ リ チル 酸 )は供 試 濃 度 によ っ て 誘引 ・ 忌 避活
性が 変 わ ると い う 興味 深 い 性質 を 有 して い た 。さ ら に 複数 の 芳 香族 カ ル ボン 酸
には 菌 体 活力 の 低 下を 示 す よう な 結 果も 得 ら れて い る 。こ れ ら の結 果 を 踏ま え
て ,  芳 香 族 カル ボ ン 酸の 持 つ 誘引・忌 避・活 力低 下 と いっ た 様々 な 活 性は ,  芳 香
環 上 の 水 酸 基 の 位 置 や 個 数 に よ っ て 異 な る と 推 測 し て ,  構 造 活 性 相 関 を 調 べ た 。
その 結 果 ,  芳香 族 環 の 4 位の 水 酸 基が 誘引 活 性 に必 要 な こと ,  2 位の 水 酸 基 は忌
避 活 性 ・ 活 力 低 下 を 誘 起 す る こ と ,  複 数 の 水 酸 基 の 存 在 は 誘 引 活 性 を 消 失 ・ 弱
化さ せ る こと を 示 唆す る デ ータ が 得 られ た 。 本研 究 に おい て 誘 引活 性 が 見出 さ
れ た 4 -ヒ ド ロ キ シ ケイ 皮 酸 ・ 4 -ヒ ド ロ キシ 安 息 香酸 ・ ジ ャス モ ン 酸 ・ サ リ チル
酸 は ,  植 物 の ス ト レ ス 応 答 に お け る シ グ ナ ル 因 子 と し て 働 く こ と が 様 々 な 先 行
研 究 で 報 告 さ れ て お り ,  青 枯 病 菌 が 植 物 の 防 御 応 答 時 に 働 く 物 質 群 に 走 化 性 誘
引応 答 を 示し た こ とは 興 味 深い 。  
今 回 新 た に 見 出 し た 青 枯 病 菌 の 走 化 性 誘 引 物 質 が ,  実 際 に 青 枯 病 菌 の 宿 主 感
染 に ど の よ う に 寄 与 し て い る か に つ い て 今 後 ,  更 な る 調 査 を 進 め る 予 定 で あ る 。 
 
